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ABSTRACT

Targeting individuals with physical characteristics 
that make them prone to experience a stress associated 
with sitting, the research discussed in this paper studied 
postures and methods of support for the lumbar and 
pelvic areas that would reduce the stress experienced by 
vehicle occupants during long periods of driving. Test 
subjects were asked to sit in seats offering different 
levels of support. In addition to a subjective evaluation 
of the stress associated with sitting, physiological 
indicators were measured. A Visual Analog Scale 
was employed for the subjective evaluation. For 
the measurement of muscular stress, in addition to 
conventional electromyograms, muscles in the deep 
layer were studied using an ultrasonic diagnostic 
device. A spinal mouse was employed to measure the 
shapes of test subjects’ spines. The results indicated that 
the provision of adequate support from the 3rd lumbar 
vertebra to the 3rd sacral vertebra reduces the stress 
associated with sitting even in individuals with physical 
characteristics that make them prone to experience a 
stress in the lower lumbar or shoulder area. In addition, 
it was found that reduction of the stress associated with 
sitting made it possible to control both retroversion of 
the pelvis and kyphosis of the lumbar area. It was also 
determined that individuals who experience a greater 
stress in the shoulder area are experiencing a stiffening 
of the muscles in the deep layer of the shoulders.
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要　　旨

ࣗಈंでの長時間૸行にΑる৐員のෛ୲を௿ݮするた

め，ண࠲ෛ୲をײじ΍すい਎ମಛ௃を༗する人をର৅に，

࣮．した౼ݕ๏にͭいてํ࣋ࢧ൫部の࢟੎おΑͼࠎ，ࠊ ݧ

ෛ࠲してもらい，ண࠲のҟなるシートにணྔ࣋ࢧՃ者にࢀ

୲をओ؍తにධՁするとともに，生理指ඪをଌఆした．ओ

	AnaloH	ධՁにはVisVal؍ 4cale を༻いた．ےෛ୲のଌఆ

では，ै དྷのిے図にՃえ，௒Ի೾਍断૷ஔを༻いたਂ૚

ঢ়ଶのௐ査もおこなった．੸பܗঢ়のଌఆにはεύイφル

マ΢εを༻いた．ͦ の݁Ռ，ୈ３ࠊ௣からୈ３ઋ௣までを

ద正に࣋ࢧすることにΑり，ࠊ௣下部，おΑͼ，ݞ部にෛ

୲をײじ΍すい਎ମಛ௃を༗する人であっても，ண࠲ෛ୲

を௿ݮで͖ることがΘかった．また，ண࠲ෛ୲がখさいํ

が，ࠎ൫の後ࠊ，܏௣の後ኪの྆ํを཈੍で͖ていること，

Խしているߗ೑がے部のਂ૚ݞ，部のෛ୲がେ͖いํがݞ

ことがΘかった．

１．まえがき

ࣗಈंでの長時間૸行にΑり，৐員にはਫ਼ਆతなෛ୲，

೑ମతなෛ୲が生じる．ਫ਼ਆతなෛ୲には，ڥ؀΍ӡ転に

൐͏ۓு΍ෆ҆にΑるものがある．೑ମతなෛ୲には，࢟

੎ҡ࣋と਎ମѹഭにΑるものがある．࢟ ੎ҡ࣋のためにے

೑が࢖Θれ，ண࠲にΑりਆ経がѹഭされ，݂ 流も௿下する．

これらにΑり，਎ମの֤部Ґにはϋリ，しͼれ，௧みなど

の঱ঢ়がݱれると考えられている．

ண࠲ෛ୲を௿ݮする࢟੎の考えํにͭいては，無重力ঢ়

ଶでの中ཱ࢟੎にۙいঢ়ଶにしてഎ׆ےಈを௿ݮする（１），

੸௣を 4 すݮΧーブにして௣間൘にかかるѹ力を௿ࣈ

る（̎），などがఏҊされている．

࢟੎のอ࣋のํ࢓にͭいては，࣋ࢧ強さのҧ࿨ײを௿ݮ

するためのࠊとࠎ൫のෳ߹ࠎ，（３）࣋ࢧ൫の後܏とࠊ௣の

後ኪの྆ํを཈੍するためのୈ３ࠊ௣からୈ３ઋ௣のࢧ

࣋（̐）などがఏҊされている．

また，݂ 流௿下のվળのため，時間経過にΑりୈ３，

ୈ̐ࠊ௣෇ۙのྔ࣋ࢧをมえたり（̑），େ଼部のࢧえํをม

えΑ͏とするऔり૊み（̒）もある．

一ํで，ࠎとے೑の長さ΍ے力にはݸ人ࠩがあるため，

ண࠲時のշదなटの֯౓΍ࠎ൫とେ଼の૬ର֯౓にҧいが

あるとする研究（̓），੸பのኪۂ۩߹のݸ人ࠩにΑって，ண

（̔）部のෛ୲にҧいが生じるとする研究ݞ，௣下部ࠊ時の࠲

など，ݸ人ࠩに関する研究もある．

ෛ࠲੎にすることで，ண࢟࠲人の਎ମಛ௃にԠじたணݸ
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୲の௿ݮがظ଴で͖るが，࢟ ੎อ࣋に重ཁなࠊ΍ࠎ൫部に

ͭいては，࢟ ੎΍ํ࣋ࢧ๏がΑくΘかっていない．

本研究では，Αり多くの人のண࠲ෛ୲を௿ݮするため

に，先行研究（̔）をࢀ考に，ண࠲ෛ୲をײじ΍すい਎ମಛ௃

を༗する人をબఆし，ࠎ，ࠊ൫部の࢟੎おΑͼํ࣋ࢧ๏に

ͭいてݕ౼した．

２．ண࠲ෛ୲を͡ײ΍͢いਓのબ定

2.1. ੸பܗঢ়のଌ定方法
Ճ者は，社内ެืにて集めた੒人உੑࢀݧ࣮ 15 ໊とし

た．എもたれの無いҜ子に࠲った際の੸பܗঢ়をଌఆし，

ண࠲ෛ୲をײじ΍すい਎ମಛ௃を༗する人をબఆした．ଌ

ఆには，ૢ 作が؆ศなεύイφルマ΢ε（インσックε社

੡）を༻いた．࣮ ，Ճ者には，എ中，ෲの力をൈくことࢀݧ

಄部は正໘を向͖，ࢹઢを水ฏにすることをࣔڭした．

εύイφルマ΢εは，૷ஔのトラッΩンάホイールを

ୈ̓ᰍ௣からୈ３ઋ௣までのᑜಥى上に౰て，಄ଆからࠎ

൫ଆへҠಈさͤることにΑり，੸பの֤௣ࠎの૬ର֯౓を

ଌఆで͖る．

੸பܗঢ়のఆٛを Fig. 1にࣔす．Th4p はڳ௣શମのؙ

まり۩߹をࣔし，ୈ̓ᰍ௣からୈ 12 ͏߹௣までのྡりڳ

௣ࠎのなす֯の߹ܭ஋とした．L4p はࠊ௣શମのؙまり۩

߹をࣔし，ୈ 12 のࠎ௣からୈ１ઋ௣までのྡり߹͏௣ڳ

なす֯の߹ܭ஋とした．LL4p はࠊ௣下部のؙまり۩߹を

ࣔし，ୈ３ࠊ௣からୈ１ઋ௣までのྡり߹͏௣ࠎのなす֯

の߹ܭ஋とした．L5-41 は，ࠊ௣下部の局所తな۶ۂ۩߹

をࣔし，ୈ̑ࠊ௣とୈ１ઋ௣とのなす֯とした．ͦ れͧれ，

後ኪํ向を正，લኪํ向をෛで表記した．

*nc l は上ମのࣼ܏をࣔし，ୈ１ڳ௣とୈ１ઋ௣を݁Ϳ

ઢとԖ直ઢとのなす֯とした．4ac はࠎ൫のࣼ܏をࣔし，

ୈ１ઋ௣とୈ３ઋ௣を݁ͿઢとԖ直ઢとのなす֯とした．

ͦれͧれԖ直ઢにରして後܏を正，લ܏をෛで表記した．

なお，本࣮ݧは株式会社本田技術研究所生໋ྙ理委員会

のঝೝをಘておこなった．事લに࣮ݧ੹೚者からޱ಄おΑ

Fig. 1   Definition of spine shape

ͼॻ໘で本研究の目త，内༰，ࢀՃ者のݖརをे෼にઆ明

し，ॻ໘にてࢀՃのಉ意をಘた．

方࢓参Ճ者のબ定のݧ࣮ .2.2
先行研究（̔）では，എもたれの無いҜ子にண࠲したと͖

に，ࠊ௣下部のؙまりがେ͖い人は，ࠊ௣下部にෛ୲をײ

じ΍すい܏向にあり，一ํ，ࠊ௣下部がؙまり，さらにڳ

௣のؙまりがେ͖い人は，ݞ部にෛ୲をײじ΍すい܏向に

あることが報ࠂされている．

ͦこで本࣮ݧでは，Fig. 2にࣔすΑ͏に，എもたれの無

いҜ子にண࠲したと͖のLL4p がฏۉ஋Ҏ上の人をࠊ௣下

部にෛ୲をײじ΍すい਎ମಛ௃を༗する人（Ҏ下，ࠊ௣下

部ෛ୲܈），LL4p が正，かͭ，Th4p がฏۉ஋Ҏ上の人を

部ݞ，じ΍すい਎ମಛ௃を༗する人（Ҏ下ײ部にෛ୲をݞ

ෛ୲܈）とఆめた．

Fig. 2   Selection of test subjects prone to experiencing 
stress from sitting
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３．ओ؍ධՁによるෛ୲௿減࣋ࢧ方法の検討

3.1. ෛ୲のଌ定方法
ண࠲ෛ୲を௿ݮするࠎ，ࠊ൫部のํ࣋ࢧ๏をݕ౼するた

め，બఆしたࠊ௣下部ෛ୲ݞ，܈部ෛ୲܈をର৅に，࣮ ݧ

シートにண࠲した際のෛ୲をओ؍ධՁした．Fig. 3にࣔす

しڹ੎にӨ࢟࠲シートは，ฏらなフϨームの上に，ணݧ࣮

ない程౓のߗさの΢Ϩタンをෑいた؆ૉなߏ଄で，എもた

れ中ԝ部には，ଌఆثとのׯবをආ͚るためのεリットが

ઃ͚てある．

Ճ者には，Fࢀݧ࣮ ig . 4 にࣔすΑ͏な，ୈ３ࠊ௣から

ୈ３ઋ௣にか͚て，΢ϨタンとフϨームの間にߗ質΢Ϩ

タンをڬまない৚ （݅Ҏ下，࣋ࢧなし৚݅），ୈ３ࠊ௣から

ୈ３ઋ௣にか͚て 30	mm ްのߗ質΢ϨタンをڬΉ৚ （݅Ҏ

下，࣋ࢧあり৚݅）に，ͦ れͧれ 30 ෼間ண࠲してもらった．

ॱংޮՌをなくすため，ண࠲するシートのॱ番はランμ
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ムとし，ෛ୲の無いঢ়ଶでண࠲を開࢝してもらった．

シートにରするᢈ部のલ後Ґஔを৚݅間でಉじくするた

め，࣋ࢧあり৚݅でਂくֻ͚ࠊた時のᢈ部のҐஔをج४と

し，࣋ࢧなし৚݅でもͦのҐஔに߹Θͤてண࠲してもらっ

た．また，࣮ Ճ者間でගの֯౓，େ଼の֯౓をಉじくࢀݧ

するため，εテアリンά࣏۩おΑͼ଍ஔ͖࣏۩のલ後Ґஔ

をௐ੔した．

Ճ者には，എ中，ෲの力をൈ͖，εテアリンάをࢀݧ࣮

ܰくѲったঢ়ଶをҡ࣋すること，಄部は正໘を向͖，ࢹઢ

を水ฏにすることをࣔڭした．

ଌఆには，直ײతにධՁで͖，かͭ，アφロάྔで෼ੳ

し΍すいVisVal	AnaloH	 4cale	 	VA4
	を༻いた．VA4は

100	 mm のઢをҾ͖，ͦ のࠨ୺をશくײじないঢ়ଶ，ӈ୺

を想૾で͖る最େݶの強さとしたと͖に，ࡏݱのঢ়ଶをε

έール上にઢをҾいてࣔすํ๏である．

3.2. ෛ୲のղੳ方法
VA4のࠨ୺とண࠲ 30 ෼後にҾいたઢとのڑ཭をෛ୲の

େ͖さとした．

シートにΑるࠊ௣下部，おΑͼ，ݞ部のෛ୲へのӨڹを

ௐ΂るため，࣋ࢧ৚݅をཁҼとする一ݩ഑ஔの෼ࢄ෼ੳ

（൓෮ଌఆ）をおこなった．෼ੳには統ܭύッέージ 4144	

4tatistics	24（*#.社੡）を༻い，༗意水४は 5�とした．

௣Լ෦に͓けるෛ୲のղੳ結果ࠊ .3.3
あり৚݅࣋ࢧなし৚݅と࣋ࢧ，にͭいて܈௣下部ෛ୲ࠊ

でண࠲してもらった時のओ؍ධՁ݁Ռを Fig. 5にࣔす．

に൐͏࠲あり৚݅のํが，ண࣋ࢧ，なし৚݅にൺ΂࣋ࢧ

．௣下部のෛ୲は༗意にখさかったࠊ

෦に͓けるෛ୲のղੳ結果ݞ .3.4
あり৚݅でண࣋ࢧなし৚݅と࣋ࢧ，にͭいて܈部ෛ୲ݞ

ධՁ݁Ռを؍してもらった時のओ࠲ Fig. 6にࣔす．

に൐͏࠲あり৚݅のํが，ண࣋ࢧ，なし৚݅にൺ΂࣋ࢧ

．部のෛ୲は༗意にখさかったݞ

3.5. ෛ୲௿減࣋ࢧ方法のまとめ
ୈ３ࠊ௣からୈ３ઋ௣までをద正に࣋ࢧすることにΑ

り，ࠊ௣下部，おΑͼ，ݞ部にෛ୲をײじ΍すい਎ମಛ௃

を༗する人であっても，ண࠲ෛ୲を௿ݮで͖ることがΘ

かった．

Fig. 3   Experimental seat
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Fig. 5   Subjective evaluations for lower lumbar area

Fig. 6   Subjective evaluations for shoulder area
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４．ੜཧܭଌによるண࠲ෛ୲のݪҼௐࠪ

３ষで述΂たண࠲ෛ୲には，࢟ ੎ҡ࣋にΑるものと਎ମ

ѹഭにΑるものがؚまれる．ෛ୲がݱれたࠊ௣下部は，࣮

シートのεリット部にҐஔするため，シートにΑってѹݧ

ഭされにくい．

また，ݞ部は，࣮ ൫ࠎ΍ࠊ，シートの上୺部にҐஔしݧ

部とൺֱすると，ѹഭされにくい部Ґであるため，今ճݱ

れたෛ୲は࢟੎ҡ࣋にΑるےർ࿑と考え，生理指ඪを༻い

てے೑のෛ୲をධՁした．ண࠲৚݅は３ষとಉ様とした．

4.1. ੜཧࢦඪのଌ定方法
図（E.(）が༻いられిےෛ୲のධՁには，一ൠతにے

るため，本࣮ݧでも，ܭిے（NeXVs，Ωッセイίムテック
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Fig. 7   Measurement points

Fig. 8   Area for analysis of muscle strain

社੡）を༻いてےෛ୲をධՁした．

一ൠతに，ےෛ୲の஝積にΑり，ے೑૊৫がߗԽすると

いΘれている．ͦ こで，本࣮ݧではے೑のߗさもධՁした．

ଌఆには，ے೑૊৫のߗさ（ےͻずみ）をը૾Խで͖るエ

ラεトάラフΟ（̕）機能を༗する௒Ի೾਍断૷ஔ（+42，ϝ

σΟέア社੡）を༻いた．

࣮，ͻずみଌఆではے Ճ者のഎ中に௒Ի೾਍断૷ஔࢀݧ

のϓローブをԡし෇͚るඞཁがあるため，࣮ シートにணݧ

ͦ．している間はଌఆで͖ない࠲ こで，࣮ લ࠲シートணݧ

後に，ԣに४උしたഎもたれの無いҜ子にҠಈしてもらい，

ͻずみをଌఆすることにした．Ҝ子にҠಈしてもら͏際ے

にはے೑が΄͙れないΑ͏，ෆཁなಈ͖をしないこと，ண

．したࣔڭ時は୤力し，無理に಄を࣋ͪ上͛ないことを࠲

こىӈରশにࠨෛ୲は੸பにରして࠲଄上，ணߏ೑のے

るものと考え，੸பにରしてରশのҐஔでిے図おΑͼے

ͻずみをଌఆした．高さํ向のଌఆҐஔは，ࠊ௣下部のෛ

୲がݱれたୈ̑ࠊ௣とୈ１ઋ௣の中間Ґஔ，ݞ部のෛ୲が

．௣Ґஔとした（Fig. 7）ڳれたୈ１ݱ

४となるͻずみج，するためには࡯؍ͻずみのมԽをے

஋がඞཁとなる．ͦ こで，ଌఆ中にͻずみ஋がมԽしない

ジΣルύッυ（ϋイυロエイυ，日本ビーɾエックεɾアイ

社੡）をଌఆ部Ґのମ表໘上にషり෇͚，ے೑૊৫のͻずみ

஋とジΣルύッυのͻずみ஋（ج४஋）をಉ時にଌఆした．

4.2. ଌ定結果のղੳ方法
図をप೾਺ղੳし，中ԝपిے，ෛ୲をධՁするためے

೾਺（.1F）をٻめた．一ൠతには，ےෛ୲の஝積にΑり

.1Fの஋が௿下する．本࣮ݧでは，ண࠲ऴྃલの̑෼間の

.1F とண࠲開࢝直後の̑෼間の.1F とのࠩを࣋ࢧ৚݅

間でൺֱした．

また，ے೑૊৫のͻずみ஋をジΣルύッυのͻずみ஋で

আした஋をےͻずみൺとし，ண࠲後のےͻずみൺとண࠲લ

のےͻずみൺのࠩを࣋ࢧ৚݅間でൺֱした．

೑は૚を੒していることから，Fig. 8にے部にお͚るݞ

ࣔすΑ͏に，ମ表໘からਂさ 10	-	20	mm を表૚，ਂ さ 20	-	

30	mmをਂ૚とし，ͦ れͧれのਂさでےͻずみൺをٻめた．

シートにΑる.1F，ےͻずみൺへのӨڹをௐ΂るため

に，࣋ࢧ৚݅をཁҼとする一ݩ഑ஔの෼ࢄ෼ੳ（൓෮ଌఆ）

をおこなった．༗意水४は 5�とした．

ඪのղੳ結果ࢦ௣Լ෦Ͱଌ定͠たੜཧࠊ .4.3
，図ిے௣下部でଌఆしたࠊ，において܈௣下部ෛ୲ࠊ

৚݅間でൺֱした݁Ռ，Fig. 9にࣔすΑ͏࣋ࢧͻずみをے

に，ࠊ௣下部の.1F には࣋ࢧ৚݅間で༗意なࠩが見られ

なかった．

また，Fig. 10にࠊ௣下部のےͻずみൺをࣔす．いずれ

の࣋ࢧ৚݅においても，ےͻずみൺのฏۉ஋はෛになって

おり，ண࠲にΑりے೑૊৫がߗԽする܏向にあることがΘ

かった．しかし，	a
 表૚，	C
 ਂ૚ともに࣋ࢧ৚݅間で༗意

なࠩは見られなかった．
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Fig. 9   EMG of lower lumbar area

Fig. 10   Muscle strain ratio of lower lumbar area
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ඪのղੳ結果ࢦ෦Ͱଌ定͠たੜཧݞ .4.4
ͻずみے，図ిے部でଌఆしたݞ，において܈部ෛ୲ݞ

を࣋ࢧ৚݅間でൺֱした݁Ռ，Fig. 11にࣔすΑ͏に，ݞ部

の.1Fには࣋ࢧ৚݅間で༗意なࠩが見られなかった．

また，Fig. 12(a)にࣔすΑ͏に，ݞ部表૚にお͚るےͻず

みൺには࣋ࢧ৚݅間で༗意なࠩが見られなかった．一ํ，
Fig. 12(b)にࣔすΑ͏に，ݞ部ਂ૚にお͚るےͻずみൺは

なし࣋ࢧ，なし৚݅のํが༗意にখさかった．これは࣋ࢧ

৚݅のํが，ݞ部ਂ૚にお͚るے೑がߗԽしたことをࣔし

ている．

4.5. ண࠲ෛ୲のݪҼの考察
ओ؍ධՁでは，࣋ࢧなし৚݅のํが，ࠊ௣下部のෛ୲は

༗意にେ͖かったが，ےෛ୲を表す指ඪでは，࣋ࢧ৚݅間

で༗意なࠩが見られなかった．Αって，ࠊ௣下部のෛ୲は

ർ࿑が原Ҽでない可能ੑがある．この原Ҽをௐ査するたے

めには，ےർ࿑Ҏ外のผのアϓローνがඞཁと考える．

一ํ，࣋ࢧなし৚݅のํが，ओ؍ධՁにおいて，ݞ部の

ෛ୲は༗意にେ͖く，ݞ部のਂ૚ے೑が༗意にߗかった．

Αって，ਂ ૚ے೑のߗԽがݞ部のෛ୲にӨڹしていること

が考えられる．
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Fig. 11   EMG of shoulder area

Fig. 12   Muscle strain ratio of shoulder area
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Fig. 13   Spine shape for lower lumbar group

５．ண࠲ෛ୲を௿減͢る࢟੎の検討

5.1. ࢟੎のଌ定方法
ண࠲ෛ୲を௿ݮする࢟੎をݕ౼するため，３ষでෛ୲が

େ͖かった࣋ࢧなし৚݅，ෛ୲がখさかった࣋ࢧあり৚݅

にͭいて，εύイφルマ΢εを༻いて，࣮ 時࠲シートணݧ

の੸பܗঢ়をଌఆした．ண࠲৚݅は３ষとಉ様とし，ଌఆ

部Ґは̎ষとಉ様とした．

5.2. ଌ定結果のղੳ方法
シートにΑるண࠲時の੸பܗঢ়へのӨڹをௐ΂るため，

෼ੳ（൓෮ଌఆ）をおࢄ഑ஔの෼ݩ৚݅をཁҼとする一࣋ࢧ

こなった．༗意水४は 5�とした．

5.3. ੸பܗঢ়のղੳ結果
࣮，のͦれͧれにおいて܈部ෛ୲ݞ，܈௣下部ෛ୲ࠊ ݧ

シートண࠲時の੸பܗঢ়を࣋ࢧ৚݅間でൺֱした．

ͦの݁Ռ，ࠊ௣下部ෛ୲܈では，Fig. 13にࣔすΑ͏に，

をࣔすࣼ܏൫のࠎ，あり৚݅のํが࣋ࢧ 4ac，ࠊ௣のኪۂ
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をࣔす L4p，ࠊ௣下部の۶ۂをࣔす L5-41 は༗意にখさ

かった．

また，ݞ部ෛ୲܈では，Fig. 14にࣔすΑ͏に，࣋ࢧあり

৚݅のํが，4ac，L4p は༗意にখさかった．

これは，ࠊ௣下部ෛ୲ݞ，܈部ෛ୲܈ともに，࣋ࢧあり

৚݅のํが，ࠎ൫の後ࠊ，܏௣の後ኪの྆ํを཈੍で͖て

いることをࣔしている．

5.4. ண࠲ෛ୲を௿減͢る࢟੎の考察
௣下部のෛࠊ，ධՁにおいて؍あり৚݅のํが，ओ࣋ࢧ

୲は༗意にখさく，ࠎ൫の後ࠊ，֯܏௣の後ኪに൐͏ࠊ௣

下部の۶ۂは༗意にখさかった．Αって，ࠎ൫の後ࠊ，܏

௣の後ኪを཈੍することで，ࠊ௣下部のෛ୲を௿ݮで͖る

と考えられる．

また，࣋ࢧあり৚݅のํが，ओ؍ධՁにおいて，ݞ部の

ෛ୲は༗意にখさく，ࠎ൫の後ࠊ，֯܏௣の後ኪ֯は༗意

* * p<0.05

* * p<0.05
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Fig. 14   Spine shape for shoulder group

にখさかった．

一ൠతには，ࠎ൫が後܏し，ࠊ௣が後ኪすると，上ମが

લ܏した࢟੎になるといΘれているが，本࣮ݧでは，࣋ࢧ

৚݅にΑり，ࠎ൫の後ࠊ，֯܏௣の後ኪ֯にҧいがあった

にも関Θらず，上ମの֯౓にҧいが見られなかった．

Αって，࣋ࢧなし৚݅では，上ମがલ܏しないΑ͏にے

力を࢖っていた可能ੑがあり，これにΑり，ݞ部のਂ૚ے

೑がߗԽしたことが考えられる．

Ҏ上Αり，ࠎ൫の後ࠊ，܏௣の後ኪを཈੍することで，

．で͖ることが考えられるݮ部のෛ୲を௿ݞ

６．まとめ

ண࠲ෛ୲をײじ΍すい਎ମಛ௃を༗する人をର৅に，ண

๏にͭいํ࣋ࢧ൫部の࢟੎おΑͼࠎ，ࠊするݮෛ୲を௿࠲

てݕ౼した．ͦ の݁ՌをҎ下にまとめる．

（１）	ண࠲ෛ୲を௿ݮするํ࣋ࢧ๏をݕ౼した݁Ռ，ୈ３ࠊ

௣からୈ３ઋ௣までをద正に࣋ࢧすることにΑり，ࠊ

௣下部，おΑͼ，ݞ部にෛ୲をײじ΍すい਎ମಛ௃を

༗する人であっても，ண࠲ෛ୲を௿ݮで͖ることがΘ

かった．

（̎）	ண࠲ෛ୲の原ҼをےͻずみのଌఆにΑり෼ੳした݁

Ռ，ݞ部にෛ୲をײじ΍すい਎ମಛ௃を༗する人にお

いて，ݞ部のෛ୲がେ͖いํが，ݞ部のਂ૚ے೑がߗ

Խしていた．௒Ի೾਍断૷ஔを༻いることにΑり，こ

れまでධՁで͖なかったਂ૚ے೑のෛ୲をධՁで͖

ることがΘかった．

じ΍すい਎ମಛ௃ײ部にෛ୲をݞ，௣下部，おΑͼࠊ	（３）

を༗する人において，ண࠲ෛ୲がখさいํが，ࠎ൫の

後ࠊ，܏௣の後ኪの྆ํを཈੍で͖ていた．
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